
 
  

こんにちは、 今年も残すところ１か月を切りました。 今年は皆さんにとってどんな１年だったでしょうか？ 

さて、冬至が近くなると、テレビのニュースなどで湯船にユズを浮かべたユズ湯の映像を見かけたりします。 「日

本人は大の風呂好き」といわれるように、日本では他の国に比べて日常生活と風呂が密着していて、風呂の楽し

み方や入浴法もさまざまです。 私たちがお風呂に入る目的は、体の汚れを落とすのはもちろん、温まったりリ

ラックスしたりする目的もありますよね。 一方、欧米では単純に体の汚れを落とすことが主な目的のため、バ

スルームに湯船はなくシャワーのみというのが一般的です。 古代ローマで風呂を楽しむ文化があったことは確

かですが、当時は混浴が主流だったため、性道徳に厳しいキリスト教の影響ですたれてしまった…という説もあ

ります。 では、なぜ日本でこれほど風呂文化が発展したのでしょうか？ 考えられるのは、水資源の豊かさ、

高温多湿の気候のためこまめに体を洗う必要があったこと、そして仏教が穢れを落とすことを説いていたことな

どです。 また、日本で「風呂」というと浴槽が思い浮かびますが、そもそもの「風呂」の意味は湯船のお湯に

つかることではなく、蒸気浴のことを指していたそうです。 蒸気浴とは、現代のサウナのような蒸し風呂のこ

と。 それが江戸時代初期あたりに蒸し風呂から湯船につかる風呂へと移り変わりはじめ、江戸時代後期～明治

時代になると、湯船の風呂が主流になっていきました。 この風呂も湯気が外に出ないよう窓がほとんどない暗

い部屋で、現代のような広く開放的で男女別の銭湯が登場したのは、明治１０年のことだったそうです。 この

ように、いろんな条件がうまく揃ったために、今日の日本の風呂文化があることがお分かりいただけたかと思い

ます。 年末にかけては、湯船にゆっくりつかって１日の疲れを癒すとともに、今年１年の振り返りをしてみる

のもいいかもしれませんね。 そして、今年あった嫌なできごとなどは、キレイさっぱり水に流してしまいまし

ょう！ ただし、くれぐれも湯冷めにはご注意くださいね。 では、今年も１年本当にありがとうございました。 

よいお年をお迎えください。                          院長 祁答院 公興 
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